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中国景気概況（2023年6月）

2023年6月2日

調査部 研究員 丸山 健太
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景気持ち直しのペースが鈍化

中国景気は持ち直しているが、そのペースは鈍化した。5月のPMIは、製造業、非製造業とも低下した。製造業は内外需

の弱さを反映し、2ヶ月連続で好不況の境目である50を下回った。非製造業は、旅行関連や情報サービス関連の業種の

堅調が続き、50超を維持したが、2ヶ月連続で低下し、持ち直しのペースが鈍化した。2023年1～3月期の実質GDP成長

率は前年比＋4.5％だった。ゼロコロナ政策の撤廃と不動産業の底打ちで、第三次産業の増加寄与が大きかった。

（出所） 国家統計局 （出所） 国家統計局

実質GDP（四半期）PMI
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固定資産投資は増加幅縮小、生産は昨年の反動増も前月比で減少

4月の固定資産投資（年初来累計値）は、前年比＋4.7％と増加幅が縮小した。不動産投資は13ヶ月連続で前年割れと

なった。全体の5割以上を占める民間投資は同＋0.4％と、2022年12月以降、0％台の低い伸びが続き、低迷している。

4月の工業生産は、前年比＋5.6％と増加幅が拡大した。もっとも、上海ロックダウンの影響で落ち込んだ昨年4月の反動

で押し上げられたものであり、季節調整済み前月比は－0.47％と5ヶ月ぶりに減少した。

（出所） 国家統計局 （出所） 国家統計局

固定資産投資 工業生産
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消費の回復ペースは鈍化、物価は上昇幅縮小

4月の小売売上高（名目）は前年比＋18.4％と増加幅が大きく拡大した。特に、ゼロコロナ政策撤廃の恩恵が大きい飲食

サービス消費の増加が大きかった。ただし、前年比増加率は上海ロックダウン渦中だった昨年4月の落ち込みからの反動

が大きい。一方、季節調整済み前月比増加率は2月をピークに徐々に縮小しており、回復ペースはむしろ鈍化している。

4月の消費者物価上昇率は前年比＋0.1％と上昇幅が縮小した。自動車など消費財価格が約2年ぶりに前年割れした。

（出所） 国家統計局 （出所） 国家統計局

消費者物価指数小売売上高（名目）
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輸出は増加幅縮小、輸入は減少幅拡大

4月の輸出は前年比＋8.5%と増加幅が縮小し、輸入は同－7.9％と減少幅が拡大した。貿易黒字は902億ドルと、前年同

月（511億ドル）から拡大した。輸出は、米国向けが9ヶ月連続で前年割れとなったほか、2，3月に大きく増加したASEAN

向けの増加幅が縮小した。輸入は、内需の弱さを反映し、減少傾向が続いた。特に、集積回路など電子部品や乗用車が

大きく減少した。貿易収支は、ASEANや日本、韓国など対アジアの黒字拡大の影響が大きかった。

（注） 2021年2月の輸出は前年比＋154.9%、21年5月の輸入は同＋51.1%

（出所） 海関総署 （出所） 海関総署

財輸出入 貿易収支
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為替は元安、株価は下落

人民元の対ドルレート（5月末値）は1ドル＝7.08元と、半年ぶりの元安水準となった。中国景気の持ち直し鈍化や、米中

金利差拡大を背景に、ドル高・元安が進んだ。4月末の外貨準備高は、3兆2048億ドルと増加した。

5月の上海総合株価指数は下落した。米中対立激化、中国景気減速、元安による資金流出などへの警戒感の高まりが株

価の下押し要因となったほか、月後半には新型コロナ再拡大懸念も加わり、株価の下落が加速した。

（出所） 中国人民銀行 （出所） 上海証券交易所

上海総合株価指数外貨準備高
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自動車販売は年明け持ち直しも、回復ペースは鈍い

自動車販売台数（季節調整値）の推移

自動車販売台数の回復ペースが足元で鈍化した（左図）。2022年の自動車販売の水準（季節調整値）をみると、3～4月に

上海ロックダウンの影響で落ち込み、その後急回復したが、年後半には新型コロナ感染拡大を背景に再度減少傾向に転じ

た。年末のゼロコロナ政策撤廃を契機に、今年に入り持ち直したものの、足元で増勢が一服した。

今後も持ち直しペースの再加速は期待できない。雇用・所得情勢が悪化する中、自動車をはじめとした高額商品を購入し

ようとの意欲は低い（右図）。代表的な耐久消費財である自動車の販売低迷は、個人消費回復の抑制要因となろう。

（注1） 季節調整はMURCによる
（注2） 「1~2月」は1月と2月の平均
（出所） 中国自動車工業協会

向こう3ヶ月で「高額商品」支出を増加させようとの人の割合の推移

（出所） 中国人民銀行「都市預金者アンケート調査報告」
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消費財価格の下落を受け、消費者物価は低迷

消費者物価指数の上昇幅が足元で大きく縮小した（3頁参照）。内訳をみると、「サービス」は足元で上昇幅が拡大した一

方、「消費財」は2021年2月以来、約2年ぶりに前年割れした（左図）。

品目別の内訳をみると（右図）、航空券や宿泊代など、 2022年末のゼロコロナ政策撤廃で需要回復が顕著な旅行関連の

品目の価格上昇が目立つ。一方、国際商品市況の下落や豊作などの影響により、エネルギーや生鮮野菜の価格が大き

く低下した。また、自動車などは需要の弱さを反映し、価格低下が続いている。

価格が上昇／低下した主な品目（2023年4月、前年比）消費者物価指数（前年比）の推移

（出所） 国家統計局公表資料よりMURC作成（出所） 国家統計局
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